
■
電

力

日
本
最
初
の
電
燈
会
社
と
し
て
東
京
電
燈
が
設
立
許
可
を
う
け
た
の
は
､
明
治
十
六
年
の
こ
と
で
あ
る
｡
以
後
の
電
力
業
の

発
展
過
程
は
､
大
き
く
次
の
四
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡
①
弟

1
次
大
戦
ま
で
の
成
長
期
､
⑧
戟
間
期
の
五
大
電

力
の
時
代
'
⑧
昭
和
十
四
～
二
十
五
年
の
電
力
国
家
管
理
の
時
代
へ
④
昭
和
二
十
六
年
の
電
力
再
編
成
以
降
｡
各
時
期
の
代
表

的
な
社
史
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
｡

ま
ず

『東
京
電
燈
株
式
会
社
開
業
五
十
年
史
』
(昭
和
十

一
年
).
記
述
が
と
く
に
す
ぐ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
'
電
力

業
の
初
期
の
歴
史
は
､
同
時
に
東
京
電
燈
の
歴
史
で
あ

っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
､
こ
こ
に
掲
げ
た
｡
設
立
の
経

過
と
当
初
の
経
営
上
の
苦
難
'
発
電
コ
ス
ト
を
低
減
し
動
力
革
命
を
促
進
し
て
日
本
の
電
力
業
発
展
の
画
期
と
な
っ
た
駒
橋
水

力
発
電
所

の
建
設
'
｢
三
電
歳
争
｣
か
ら

｢
三
電
協
定
｣
に
い
た
る
経
緯
等
の
叙
述
が
興
味
深
い
｡
な
お
'
第

一
次
大
戦
以
前

の
時
期
に
つ
い
て
比
故
的
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
社
史
に
は
､
『大
阪
電
燈
株
式
会
社
沿
革
史
』
(大
正
十
四
年
)
と

『京
都
電

燈
株
式
会
社
五
十
年
史
』
(
昭
和
十
四
年
)
が
あ
る
｡

五
大
電
力
の
社
史
の
中
で
最
も
時
間
を
か
け
て
編
集
さ
れ
､
最
も
充
実
し
て
い
る
の
が

『東
邦
電
力
史
』
(
昭
和
三
十
七
年
)

で
あ
る
｡
東
邦
電
力
の
第
二
代
社
長
松
永
安
左
工
門
は
､
周
知
の
よ
う
に

｢
電
力
の
鬼
｣
と
呼
ば
れ
､
電
力
国
家
管
理
に
断
固

と
し
て
抵
抗
L
t
戦
後
の
電
力
再
編
成
に
指
導
的
役
割
を
は
た
し
た
｡
本
書
で
は
､
起
電
力
道
糸
の
研
究
'
水
火
併
用
方
式
に

も
と
づ
く
電
源
開
発
､
業
界
制
覇
を
め
ざ
し
た
東
京
進
出
､

一
連
の
n
11
-
ク
な
方
法
に
ょ
る
資
金
調
達
'
電
力
業
界
の
自
主

的
統
制
の
推
進
へ
電
力
国
家
管
理
に
対
す
る
反
対
運
動
等
､
松
永
の
経
営
理
念
と
行
動
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
.
こ
の
性
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Ⅲ ｢会社史｣を読む

か

『
日
木
電
力
株
式
会
社
十
年
史
』
(昭
和
八
年
)､
『
大
同
電
力
珠
式
会
社
沿
革
史
』
(昭
和
十
六
年
)､
『宇
治
電
之
回
顕
』
(辛

治
川
電
気
'
昭
和
十
七
年
)
を
あ
げ
て
お
こ
う
｡

電
力
国
家
管
理
時
代
の
歴
史
と
し
て
は
､
『
日
本
発
送
電
社
史
総
合
編
』
(昭
和
二
十
九
年
)､
同

『技
術
編
』
(同
)､
同

『業

務
編
』
(昭
和
三
十
年
)
が
あ
る
｡
『総
合
編
』
は
､
電
力
国
家
管
理
の
担
い
手
で
あ

っ
た
日
本
発
送
電
の
動
向
を
､
昭
和
十
四

年
の
設
立
か
ら
二
十
六
年
の
解
散
に
い
た
る
1
0
年
余
の
期
間
に
つ
い
て
概
括
的
に
記
述
し
て
い
る
0
『技
術
編
』
は
｣
事
業

の
概
要
､
計
画
､
送
電
系
統
の
整
備
､
建
設
､
運
用
維
持
'
戟
時
施
策
並
に
各
笹
の
災
害
'
電
力
供
給
､
技
術
の
研
究
と
指
導

の
八
草
か
ら
な
る
｡
『業
務
編
』
は
､
総
務
'
経
理
､
業
務

(ブ
ー
ル
計
算
､
力
率
制
､
豊
水
期
電
力
利
用
強
化
等
)､
資
材
､

企
画
と
調
査
､
労
務
'
電
気
事
業
の
再
編
成
､
清
算
の
八
草
か
ら
な
る
｡
な
お
'
配
電
部
門
の
統
制
と
し
て
全
国
九
ブ
ロ
ッ
ク

に
配
電
会
社
が
つ
-
ら
れ
た
｡
そ
れ
ら
の
-
ち
社
史
は

『
中
部
配
電
社
史
』
(昭
和
二
十
九
年
)'
『北
陸
配
電
社
史
』
(昭
和
三

十

1
年
)へ
『関
西
配
電
社
史
』
(昭
和
二
十
八
年
)'
『
中
国
配
電
株
式
会
社
十
年
史
』
(昭
和
二
十
八
年
)'
『
四
国
配
電
十
年
史
』

(昭
和
二
十
八
年
)'
『九
州
配
電
株
式
会
社
十
年
史
』
(昭
和
二
十
七
年
)
が
あ
る
｡

戦
後
の
電
力
会
社
の
社
史
は
､
総
じ
て
大
部
で
あ
り
記
述
も
戦
前
の
も
の
よ
り
充
実
し
て
い
る
｡
た
だ
し
'
各
社
と
も
ほ
ぼ

一
〇
年
毎
に
刊
行
し
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ

っ
て
､
事
実
の
羅
列
と
い
っ
た
印
象
が
強
く
へ
必
ず
し
も
歴
史
的
叙
述
に
成
功

し
て
い
な
い
｡
そ
の
中
で
､
『
関
西
電
力
二
十
五
年
史
』
は
'
既
刊
の

『十
年
』
や

『
二
十
年
』
に
と
ら
わ
れ
ず

に
､
創
立
前

史
に
ま
で
た
ち
か
え
っ
て

｢
経
営
史
的
観
点
｣
を
重
視
し
た
記
述
を
行
な
っ
て
い
る
｡
『東
京
電
力
三
十
年
史
』
(昭
和
五
十
八

午
)
は
同
社
の
最
初
の
社
史
で
､
創
立
前
史
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
た
重
厚
な
内
容
で
あ
る
｡
ま
た
'
『中
部
電
力
三
十
年
史
』
(昭

和
五
十
六
年
)'
『九
州
電
力
30
年
史
』
(昭
和
五
十
七
年
)
は
と
も
に
最
近
の
7
0
年
間
の
記
述
に
重
点
を
お
い
て
お
り
､
電

源
開
発
の

『電
尭
30
年
史
』
(昭
和
五
十
九
年
)
は
'
さ
き
の
1
0
年
史
が
大
判
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
社
史
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
､

あ
ら
た
め
て
通
史
と
し
て
書
き
お
こ
し
て
い
る
｡
写
異
や
イ
ラ
ス
ト
､
コ
ラ
ム
を
そ
う
入
し
､
読
み
や
す
さ
の
工
夫
が
な
さ
れ
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て
い
る
｡

以
上
各
時
期
の
代
蓑
的
な
社
史
を
列
挙
し
た
が
､
こ
の
ほ
か
に
'
戦
前
戦
後
を
通
じ
た
地
方
電
気
事
業
史
で
あ
る

『東
北
地

方
電
気
事
業
史
』
(昭
和
三
十
五
年
)
と

『
中
国
地
方
電
気
事
業
史
』
(昭
和
四
十
九
年
)
に
注
目
し
た
い
｡
前
著
は
東
北
電
力

の
一
〇
年
史
を
'
後
者
は
中
国
電
力
の
二
〇
年
史
を
､
そ
れ
ぞ
れ
兼
ね
て
い
る
｡
両
者
と
も

一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
内
外
の
大
部
の

事
業
史
で
あ
り
､
従
来
経
営
の
実
態
が
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
戦
前
の
中
小
電
力
に
つ
い
て
､
意
欲
的
に
叙

述
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
｡
例
え
ば

『東
北
地
方
電
気
事
業
史
』
は
､
青
森
県
二
二
'
岩
手
県
二
九
､
秋
田
県
三
三
､
宮

城
県
三
三
へ
.山
形
県
二
二
､･
福
島
県
六
九
､
新
潟
県
四
六
'
七
県
合
計
で
二
五
四
の
中
小
電
気
事
業
者
を
取
り
上
げ
て
い
を
｡

ま
た
､
『中
国
地
方
電
気
事
業
史
』
の
鳥
取
電
灯
'
出
宰
電
気
､
山
陽
中
央
水
電
､
中
国
合
同
電
気
､
山
口
県
営
電
気
事
業
等

に
関
す
る
記
述
も
貴
重
で
あ
る
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}
ガ

ス

日
本
の
ガ
ス
事
業
は
'
明
治
五
年
堅
向
島
嘉
右
衛
門
が
外
国
人
技
師
を
招
い
て
､
横
浜
の
馬
車
道
に
十
数
基
の
ガ
ス
灯
を
点

灯
し
た
こ
と
に
始
ま
る
｡
最
初
の
民
間
ガ
ス
会
社
で
あ
る
東
京
瓦
斯
が
設
立
さ
れ
た
の
は
明
治
十
八
年
の
こ
と
で
あ
り
､
以
後

明
治
三
十
年
代
に
か
け
て
'
大
阪
瓦
斯

･
神
戸
瓦
斯

･
長
崎
瓦
斯

･
博
多
瓦
斯

･
名
古
屋
瓦
斯
な
ど
､
主
要
都
市
の
有
力
な
ガ

ス
会
社
が
次
々
と
静
立
き
れ
た
｡

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
は
戦
時
統
制
の
1
環
と
し
て
､
全
国
を
八
.フ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
ガ
ス

会
社
の
統
合
政
策
を
展
開
､
戦

災
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
が
へ
昭
和
二
十
九
年
に
ガ
ス
事
業
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
再
び
発
展
の
道
を
あ
ゆ
み
始



Ⅲ ｢会社史｣を読む

め
た
｡

東
京
瓦
斯
に
は

『
東
京
瓦
斯
株
式
会
社
沿
革
及
事
業
略
史
』
(昭
和
二
年
)､
『東
京
瓦
斯
五
十
年
史
』
(昭
和
十
年
)､
『東
京

瓦
斯
七
十
年
史
』
(昭
和
三
十

一
年
)､
『東
京
瓦
斯
九
十
年
史
』
(昭
和
五
十

一
年
)
な
ど
が
あ
る
｡
『
五
十
年
史
』
は
､
日
本

の
ガ
ス
会
社
の
本
格
的
社
史
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
｡
明
治
十
八
年
の
会
社
設
立
か
ら
昭
和
十
年
ま
で
の
五
十
年
間

を
､
｢創
業
時
代
｣
｢
受
難
時
代
｣
｢復
興
時
代
｣
に
分
け
､
全
体
的
に
は
印
象
が
薄

い
が
､
個
別
的
に
は
会
社
創
設
の
事
情
､

関
東
大
震
災
の
被
害
と
そ
の
復
旧
'
社
内
の
労
務
管
理
な
ど
興
味
深
い
論
点
も
含
ま
れ
て
い
る
｡

大
阪
瓦
井
に
は

『
大
阪
瓦
斯
五
十
年
史
』
(昭
和
三
十
年
)'
『大
阪
ガ
ス
最
近
の
十
年
』
(昭
和
四
十

1
年
)
が
あ
る
.

大
阪
瓦
斯
は
明
治
二
十
九
年
設
立
､
ア
メ
-
カ
資
本
と
の
合
弁
で
三
十
八
年
に
開
業
し
た
特
色
あ
る
歴
史
を
も

つ
｡
『
五
十

年
史
』
で
は
こ
の
設
立
の
事
情
､
電
燈
会
社
と
の
競
争
の
た
め
の
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
興
味
深
く
書
か
れ
て
い
る
｡
ま

た
､
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
合
併
し
た
神
戸
瓦
斯
以
下

丁
四
社
の
略
史
沿
革
も
つ
け
て
い
る
Q
神
戸
瓦
斯
に
は

『神
戸
瓦
斯

四
十
年
史
』
(昭
和
十
五
年
)
が
あ
り
'
『東
京
瓦
斯
五
十
年
史
』
に
お
と
ら
ぬ
充
実
し
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
0

『最
近
の
十
年
』
は
､
『
五
十
年
史
』
の
続
刊
で
'
主
と
し
て
昭
和
三
十
年
代
の
動
向
を
取
り
扱
い
､

干
ネ
ル
ギ
ー
革
新
や
技

術
革
新
､
高
度
成
長
下
の
地
域
社
会
の
変
容
な
ど
の
経
済
社
会
構
造
の
変
化
の
流
れ
の
中
で
描
き
出
し
て
い
る
｡

東
邦
瓦
斯
に
は

『社
史
』
(昭
和
三
十
二
年
)'
『東
邦
瓦
斯
五
十
年
史
』
(昭
和
四
十
七
年
)'
『東
邦
瓦
斯
最
近
十
年
の
歩
み
』

(昭
和
五
十
八
年
)
が
あ
る
｡

『
五
十
年
史
』
は
'
同
社
の
通
史
と
し
て
新
た
に
書
き
お
ろ
さ
れ
た
.
前
史
で
は
明
治
三
十
九
年
か
ら
大
正
十

1
年
ま
で
の

名
古
屋
瓦
斯
時
代
が
'
本
史
で
は
大
正
十

一
年
以
降
の
東
邦
瓦
斯
時
代
が
'
そ
れ
ぞ
れ
叙
述
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
は
大
都
市
の
ガ
ス
会
社
で
あ
る
が
へ
地
方
の
ガ
ス
会
社
の
社
史
に
も
力
の
こ
も
っ
た
も
の
が
多
い
O

刊
行
順
に
あ
げ
る
と
'
ま
ず

『
四
国
瓦
斯
株
式
会
社
五
十
年
史
』
(昭
和
三
十
七
年
)
で
'
地
方
の
ガ
ス
会
社
史
の
先
取
的
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な
役
割
を
は
た
し
た
C
四
国
ガ
ス
式
オ
イ
ル
ガ
ス
発
生
装
置
な
ど
の
発
明
に
関
す
る
記
述
が
多
い
点
に
特
散
が
あ
る
｡

『社
史

･
中
部
瓦
漸
株
式
会
社
』
(昭
和
五
十

一
年
)
は
､
実
証
的
資
料
に
も
と
づ
く
編
纂
方
針
が
最
も
良
-
堅
持
さ
れ
た
力

い･>士じL･J_し
なが

作
で
あ
る
0
こ
れ
は
､
監
修
者
で
あ
る
入

交

好

備

氏
が
'
中
部
瓦
斯
発
展
の
功
労
者
で
あ
る
神
野
三
郎
の
伝
記
窮
某
を
事
前

に
手
が
け
て
い
た
こ
と
に
.よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
随
所
に
一
次
資
料
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と
が
､
本
書
の
価
値
を
高
め
て
い
る
｡

『
五
十
年
の
歩
み

(閑
東
天
魚
瓦
斯
開
発
株
式
会
社

･
大
多
喜
天
魚
瓦
斯
株
式
会
社
)』
(昭
和
五
十
六
年
)
は
､
千
葉
県
に

お
け
る
天
然
ガ
ス
の
開
発
､
事
業
化
を
取
り
扱

っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
社
史
で
あ
る
.
閑
東
天
焦
瓦
期
開
発
と
大
多
喜
天
然
瓦
斯
は

も
と
も
と
同

一
の
会
社
か
ら
出
発
し
て
お
り
､
前
者
が
天
然
ガ
ス
の
開
発
と
採
取
ガ
ス
の
卸
売
事
業
'
後
者
が
都
市
ガ
ス
事
業

と
い
う
よ
う
に
'
両
社
の
あ
い
だ
に
は
密
接
な
分
業
関
係
が
成
立
し
て
い
る
｡
巻
末
の
年
譜
が
詳
細
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
｡

『
西
部
瓦
斯
株
式
会
社
社
史
』
(昭
和
五
十
七
年
)
性
へ
最
近
刊
の
本
格
的
社
史
O
前
史
部
分
が
充
実
し
て
お
り
､
九
州
地
方

に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
展
開
を
明
治
期
ま
で
立
ち
返
っ
て
叙
述
し
て
い
る
.
口
絵
や
写
某
が
豊
富
で
､
別
冊
の
資
料
編
も
利
用

し
や
す
い
｡
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